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有限会社サンワアグリビジネス 

• 平成16年9月16日設立 

• 従業員数 10名 

• 契約農家数 31農場（茨城県 他） 

• 契約面積  180ha（東京ドーム約30個分） 

• 取扱品目  レタス類、キャベツ、白菜 他 

• 事業内容  農産物卸、生産者の育成 

          生産圃場の管理 



ＧＡＰ取得までの経過 
２００６年 ポジティブリスト制 施行（５月２９日） 

２００７年 残留農薬基準値違反が問題に 

顧客からの問い合わせ殺到 

試行錯誤している際にGAPを知る 

指導員研修の後、審査員研修を受講 

契約農家を集めJGAP講習を受ける 

一部の農家からJGAPに着手 

２００８年 ＪＧＡＰ認証取得 

２００９年 マクドナルドＧＡＰ取得 

２０１３年 現在に至る 



ＧＡＰ管理における業務 

生産計画 

集出荷業務 

生産・販売の  
管理担当 

帳票の製作・集
計・データ管理 

サンワアグリ 

ビジネス 

生産管理 

担当 

一般農家 

出荷予定管理 
GAP農場 

商品管理 

担当 

クラウドデータ 



MGGで特に重要とされる管理点 

• 法令順守 

• 基本的な工程管理 

• 作物の生産環境のリスク管理 

• 資材の安全管理 

• 作付け前及び収穫前のリスクアセスメント 

• 農産物の取り扱いに関して、食品を取り扱っ
ているという意思づくり 

 

 

 

 



作付け前・収穫前のリスク評価 

作付け 

計画 
圃場の 

選定 

圃場の 

リスク評価 
作付け 

成育 

収穫前の
リスク評価 

収獲 



圃場管理 



圃場管理 



圃場管理 



当社のトレーサビリティ 

• 全体フロー 

• 入庫時の作業 

• 出庫時の作業  

• バーコードの管理の利点と種類 

• 作業風景と使用機械 

• トレースバックの手順 



全体フロー 
•野菜を圃場で収穫 

•幌車で納品 
圃場で 

収穫 

データ 

登録 

出荷処理 

・出荷 

•データ読み込み 

•データ送信 

•荷降ろし後、品質確認 

•バーコードラベル添付 

入庫 

処理 



入庫時の作業 
•圃場から農家さんが搬入 

•幌やウイング車使用 搬入 

•パレットに積み替え荷降ろし 

•管理用付箋を貼りつけ 荷降し 

•検品後、バーコード貼りつけ 

•データの読み取り 入庫 



出庫時の作業 
•出庫内容を確認 

•冷蔵庫から出庫 出庫 

•出荷先ラベルを貼りつけ 

•出庫処理 読込 

•データ読み込み後、積込み 

•お客様へ配送 出荷 



バーコード管理
の利点と種類 



•ケース毎の管理が可能 1 

•検索時間の短縮 2 

•管理の簡略化 3 

バーコード管理の利点 



バーコードの種類 

• 生産者コード 

• 品目コード 

• 規格コード 

• ロット番号 

• 出荷先コード 



生産者コードのデータ 

• 生産者氏名 

• 入庫（収穫）日 

• 出庫（出荷）日 

• コード番号 



品目コードのデータ 

• 品目名 

• 包材名 



規格コードのデータ 

• 規格 

• 入り数 



ロットコードのデータ 

• ロット番号 

 



出荷先コードのデータ 

• 納品先名 



情報の紐づけ 

生産者
コード 

ロット 

品目 

コード 

規格 

コード 

納品先 

コード 



作業風景と 
使用機械 



ラベラー 

ラベラーを使用して、 

ケース毎にバーコード 

ラベルを貼り付けます 



バーコードリーダー 

ハンディリーダーを使用 

入出庫処理を行います 



PCとその仲間たち 

PC右のクレードルにセットし、 

インターネット回線で情報を送ります 



トレースバック
の手順 



納品先から圃場の特定 

連絡 

•納品日の案内 

•生産者コードの案内 

確認 
•連絡を受けて、システムで検索 

特定 

•出荷日と、生産者の特定 

•伝票を確認 



システムの活用 



納品先の確定 



納品先の確定 

①納品先が確定したら 
 
②出荷日を特定します 
 
③品目、生産者等で 
 ソートをかけます 
 



生産者その他情報の特定 

生産者と集荷日（収穫日）が特定できたら、 
 
圃場特定の為に入庫伝票を確認します 
 
 



生産圃場の特定 

生産者は、納品伝票に 
 
圃場の名前を記入 
 
しているので、 
 
圃場の特定が出来ます 



生産履歴の確認 

圃場特定後は、 
 
生産情報を確認し、 
 
不具合の検証を行います。 
 
重大な事故の際には、 
 
より早い、原因の特定が 
 
求められます。 



主な活用方法と効果 

• 迅速なトレースバック 

–より早い回答を求められる際には有効です 

• 管理者の作業軽減 

–入庫から出庫までの数を容易に確認できます 

• 多品目の管理と確認 

–今回は、単品目での案内でしたが 

多品目を出荷する際の確認にも効果があります 



私たちは、このような方法で 
商品を管理しています。 
 
 



ご清聴、有難うございました 




